
 

１ 

みのり通信 

 

患者様へのメッセージ 

 

 

 

 先月 50歳の誕生日を迎えました。30，40代の頃はがむしゃらに前に進むような生活をして

いました。本を読んで分からないところは講習会を受け、土日返上で頑張ってきました。が、

昨年ちょっと体調を崩したことがきっかけで、残りの人生のほうが今まで生きてきたよりも

確実に短いということを実感し、いろいろと考えるようになりました。1日という時間は誰に

でも平等で、どう使うかは本人次第です。歯科の仕事は体力が必要で、眼も酷使しますので、

あと何年現役で頑張ることができるかと考えると、日々の診療を本当に大切にしなければな

らないと思うようになりました。 

そして、２月２日に開業１２年目を迎えます。干支が一回り。あっという間でした。開業

当初からの患者様もたくさんいらっしゃいます。１０年以上お付き合いさせていただいて、

お口や体の変化の様子を見ながら学ばせていただいております。また、今年も患者様からた

くさんの年賀状をいただきました。患者様からいただいたお手紙は私の宝物です。開業当初

からいただいた年賀状やお礼状は大切に保管してます。子供に「お母さんのお葬式の時には

お棺の中にいただいたお手紙を入れて頂戴ね。お母さんの宝物だから」と言い渡しておりま

す。疾患を診て治療するだけでなく、人としてのお付き合いを大切にしていきたいと思いま

す。これからも患者様の生活がより快適なものになるよう、引き続きいろいろな分野の勉強

を続け、お役に立ちたいと思います。 
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    母からの手紙 「絶対におまえは世界一になれる」  

葛西紀明（ソチ五輪日本選手団主将）        

※『致知』２００５年８月号 特集「彊めて息まず」より 

 

 

自分を支えてくれる人たちの存在が大きかったですね。実は、９４年のリレハンメル五輪

の前年に、妹が再生不良性貧血という重病にかかりましてね。辛い治療を何度も受けたり

ドナー探しで大変だったんです。妹のためにもぜひ金を取りたいと思っていたんですが銀

に終わってしまった。でも、妹は病気をおして千歳空港まで迎えに来てくれましてね。誰

にも触らせずにおいたメダルを、１番に触らせてあげたんです。元気になってくれ、とい

う気持ちを込めましてね。 

 

――喜ばれたでしょうね。 

 

「ありがとう。次は金だよ」って逆に励まされました。病気の妹に比べれば、自分は何も

辛いことはない。そんな妹を支えに、９８年の長野五輪へ向けて気持ちを奮い立たせまし

た。ところが９４年の１１月、ある大会で転倒して鎖骨を折り、しばらく跳べない状態が

続いたんです。翌年の５月頃、ようやく完治して、私はブランクを埋めるためにそれまで

以上に猛練習に励みました。通常なら３００本跳べば十分といわれる夏に、９００本跳ん

で再起を賭けたんです。通常の３倍の猛練習を。しかし、それが逆に災いして、その冬の

シーズンで今度は着地の時に足を骨折してしまったんです。普通に着地したんですが、そ

の途端にコリッと。練習のし過ぎで、腰や股関節に負担をかけ過ぎたのが原因でした。そ

れから１年半くらい記録と遠ざかっていたんですが、そんな折に実家が放火に遭いまして

ね。母が全身火傷で病院に担ぎ込まれたのです。 

 

――ああ、お母様が全身火傷に……。 

 

なんとか一命は取り留めたんですが、火傷は全身の７０％にも及んでいて、炎の熱で肺も

気管も焼けていました。何度も皮膚移植を繰り返したんですが、結局９７年の５月に亡く

なりました。後から入院中に母の書いた日記が出てきましてね。それを開くといまでもポ

ロポロと涙が出てくるんです。ああ、辛かったんだろうなあって…。 貧乏と闘いながら

必死で働いて僕たちを育て、ジャンプまでやらせてくれた母には、いくら感謝をしてもし

足りません。金メダルを取って家を建ててあげる約束を果たせなかったのが、本当に残念

で……。入院中の母は、もう手も握れないくらいひどい状態でした。痛みは絶えず襲って

くるし、死の恐怖と必死に闘っていた。そんな中で、不調な僕を気に掛けて、励ましの手

紙を送ってくれたんです。そこに書かれていたことは。「いまこの時を頑張れ。絶対におま

えは世界一になれる。お前がどん底から這い上がってくるのを楽しみに待っているよ。」と。

いまでも大事な大会の前にはこの手紙を読み返します。 

見るたびにものすごく大きな力をもらえるんです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もうすぐソチ五輪が始まります。最近新聞で、日本選手団の主将を務めるのが、ジャンプの葛西選手で

あることを知りました。スポーツには疎い私ですが、葛西選手の名前は聞いたことがありました。でも、

長野五輪で日本が金メダルを取った頃の選手だったように記憶していたので、今も現役で、しかもつい

最近ワールドカップで優勝し、ワールドカップ史上最年長優勝記録を塗り替えたということを知って驚

きました。オリンピックの時にはいつも記録の裏にある、血の滲むような努力や、周囲の支えの感動秘

話が語られます。葛西選手も４０歳を過ぎるまで現役で頑張ってきたのは、亡くなったお母様のお手紙

が心の支えになっていたのですね。勉強でも仕事でも、山あり谷あり、良い時ばかりではありません。

くじけそうになるつらい時に心から信じ、支えてくれる人の存在は生きていく力を与えてくれるのだと

改めて思いました。 

私も学生時代から今日まで、「もうだめだ！」と思ったことが何度もありましたが、不思議とその度

に良いご縁があり、様々なアドバイスをいただくことができました。心に染み入る言葉もいくつもいた

だきました。落ち込んだ時にはそれらの言葉を心の中で何度も唱えています。目の前の難題から逃げな

いことが今年の課題です。 
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